














































じる人々は 2010 年には全世界で約 6億人であるとされ、誕生からわずか


























































































を含むリバイバルが発生していた。最初のリバイバルは、1903 年 8 月にウ
ォンサン（現在の北朝鮮の東海岸に位置する港町）で始まった。その後














　アズサ通りでのリバイバルは 1906 年から 1909 年まで続いた。その中心に
なったのは、ウィリアム・ジョセフ・シーモア（William Joseph Seymour, 
1870─1922 年）というアフリカ系アメリカ人である。彼はメソディスト派の
中で発生したホーリネス運動の説教者であり、解放奴隷の息子であった。



























に、これは「霊によって倒される（Slain in the Spirit）」などとして言及され
る現象であり、現在でも多くのペンテコステ派教会でみられるものである。
　もともとホーリネス運動の教会として「キリストにおける神の教会（The 






























Apostolic Faith）』という彼ら自身の新聞を発行し始めた。1906 年 9 月に発
行された創刊号の発行部数は 5000 部であったが、1908 年半ばには 5万部が




者を増やすことになった。人々はホーリネス運動や CMA（Christian and 
Missionary Alliance）のような急進的な福音主義組織に加入し、それらをペ
ンテコステ化していった。宣教師の数も急速に拡大し、たとえば中国国内だ















































ンコール（現在のケーララ州南部）の A. M. O. マンメン（Mammen）という
男性はペンテコステ派機関紙に彼の妻の体験を目撃した時のことを次のよう
に書いた。「1912 年 6 月 3 日、私の妻は礼拝中に聖霊のバプティスマを受け
た。彼女は 1時間以上の間、踊り、飛びはね、手拍子を打ち、そして異言で
歌を歌っていた」。その約 10 日後に彼ら夫婦は水の洗礼を受け、同じ年の
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